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２次補正における教育施策推進のための予算確保及び教育制度に関する要望 

 

 

 我が国の教育の正常なる発展に対する貴台の格別なる御尽力に対して、深甚なる敬意を表します。 

 私たち全日本教職員連盟（全日教連）は「美しい日本人の心を育てる」ことを理念とし、日本の教育正常化と教

育専門職としての教職員の資質・能力の向上に努めてまいりました。 

 さて、文部科学省より学校再開に向け「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた学校教育活動等の実施に

おける『学びの保障』の方向性等について（通知）」が示されました。その取組を実現するためには、教職員やス

クールガード等人的配置の拡充、さらに家庭での学びを持続させるための教育環境の整備が必要です。また、長

期休業短縮により利用が見込まれる空調設備については特別教室等の設置や電気使用料等の大幅な予算措置が不

可欠です。さらに、９月入学に関しましては、教育活動を再開している地域の児童生徒への対応等を踏まえて総

合的に判断した制度設計が必要であると考えます。 

 つきましては、２次補正における教育施策推進のための予算確保及び教育制度等に関する要望について、関係

各省庁と御協議の上、下記要望の実現に向けて御高配賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

記 

 

 

１ 学校を再開する際に必要な、子供たちの学びの保障に係る予算を確保すること 
(1) 文部科学省緊急経済対策パッケージ 

に盛り込まれた教員の加配 
(2) 学校再開時に不登校となった児童生徒等への支援のため、スクールカウンセラーに 
よる学校におけるカウンセリングの機会の更なる確保 

(3) 高等学校等についても地域間格差無くオンライン学習が実施できるように、生徒１ 
人に１台の PC等端末の整備 

   (4) 新型コロナウイルス感染の疑いのある生徒への教材や配布物等の郵送費及び長期休 
業短縮による空調設備の追加電気使用料等の学校運営費 

 
２ 長期休業を短縮して行う教育活動での熱中症対策として、特別教室及び体育館に空調 
設備を設置する予算を確保すること 

   
３ 分散登校により、集団登校等ができないことを鑑み、児童生徒の登下校時の安全確保 

のための予算を措置して、スクールガードの増員を図ること  

 
４ 学校再開時の児童観察等において虐待が疑われる子供たちに対応するため、児童相談 
所が迅速に対応できるよう人員を配置する予算を確保すること 

 
５ 既に設置されている防災用 Wi-Fi設備について、教育用として活用できるように総務 
省に働きかけること 

   
６ 授業日の確保のための土曜授業や補習等の実施において、代休の取得が困難なことを 
想定し、緊急対応としての教職調整額の拡充や手当の新設等の代替措置を講ずること 

 
７ ９月入学については、現在の状況に加え、入試や就職等児童生徒に関わることや、教 

職員の勤務条件・環境の整備等の多角的な視点から慎重に協議すること 


